
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～保護者のみな様、地域のみな様、温かい拍手と応援ありがとうございました～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 松本 幸子 

 志桜小だより   

～自ら挑み、「高める」「つながる」「のり越える」子を目指して～ 
 

 

 

５月号② 

宝達志水町立志桜小学校  
TEL ２９－２０５２ 
FAX ２９－２０６９ 

全員が全力で挑戦した運動会！ 

５月１６日、開校２年目の運動会。子どもたちの挑戦や頑張りを後押しするかのように、すばらしい天候

に恵まれた中で開催することができました。 

本番まで子どもたちも教職員も心を１つにして、こつこつ練習を繰り返してきました。子どもたちは、努

力し自らを高め、協力し合いアドバイスをもらったり良くなったところを認め合ったりして友達とつながり、

１つ１つの課題を乗り越えてきました。その時の姿は、どの子もとても生き生きとしており、まさに成長しよ

うとするときの姿なのだと確信した瞬間でもありました。 

応援合戦や全校競技の大玉送りでは、高学年が低学年に優しく声をかけて並ばしたり励ましたりし、力

を合わせて挑戦していました。また、競技中には、必死に声援を送っている姿や、係の仕事、団のお世話を

している姿等もたくさん見られました。どの姿も今できることを迷わずやり切ろうとしていて、とても輝いて

いました。 

特に６年生は、日を追うごとに最高学年としての自覚を強め、練習や準備、委員会の仕事等に進んで

取り組んでいました。運動会を自分たちの手で大成功させようという覚悟も感じられました。頼もしさが日

に日にアップデートしていく６年生。他の学年も、その姿に負けまいと奮起していました。全学年で「限界

突破」した満足のいく運動会になったと思います。これまでに付けた力をさらに今後の学校生活に生かし

てくれることでしょう。今後の成長にますます目が離せない志桜っ子たちです。 

保護者の皆様のご理解とご協力に感謝すると共に、引き続きお力添えいただきますようお願い申し上

げます。 

スローガン：最後まで熱く盛り上げて全力で楽しみながら最高の思い出を創ろう 

全員が全力で挑戦した運動会！ 



 

 

 

 

  

運動会後も気持ちを切らさず 
運動会が終わり、子どもたちは、すでに学習に気持ちを切り替えています。その様子がよく分かるのが下の写

真です。気持ちが整っているからこそ、身の回りの整頓にも意識が向くのだと思われます。今後も当たり前にでき

ていることのすばらしさを褒めて価値付けていきます。 


